
 

 

 
２０１２年３月３０日、川崎工場屋上に

設置した４７２枚の太陽電池パネルで発

電を開始してから７年が経過しました。最

大出力１００ｋＷ、年間発電量予測は１１

万ｋＷｈを見込んでいましたが、実際の

発電量実績は１２年度が１２９，２７０ｋＷｈ

で１８年度の発電量は１２２，１９４ｋＷｈと

検討段階での予測を１０％以上超える高

効率発電を実現できています。 

通常、太陽電池は真夏の高温時は熱による発電低下が起きますが、本

社採用のパネルはハイブリッド構造（単結晶シリコンとアモルファスシリコン

薄膜を積層させた構造）であることで、夏場の高温時でも高い変換効率と

なり、発電性能が維持されています。 

 
この発電システムの「見える化」を実現するのがデジタルサイネージ（電

子看板）です。東京本社２階コンコースと川崎工場見学者スペースに大型

モニターを設置しています。画面ではリアルタイムで太陽光発電量とＡＮ

ＤＥＳ（文字ｎｅｗｓ速報）のほか、本社の催事や朝日新聞デジタル等のＣＭ

案内を表示しています。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

18年度実績

（kWh）
12,476 13,200 11,595 14,246 13,329 7,617 8,566 7,297 6,148 8,969 7,519 11,232 10,183

17年度実績

（kWh）
12,938 13,944 12,017 13,244 9,411 8,915 6,603 7,955 8,015 8,642 9,278 11,372 10,194

発電量予測

(kWh）
10,356 12,258 9,812 11,064 11,952 8,715 7,704 6,641 7,141 7,853 7,900 9,528 9,244
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川崎工場で太陽光発電開始から７年 




